
Re:Blue
世界一おもしろい水産業へ

〜地方創生におけるデジタル人材の重要性と展望〜
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#２児のパパ #横浜市出身

#聖火ランナー #漁師×教育

高畑拓弥

高畑拓弥 (35) ㈱リブル取締役 COO
2008年 神奈川県立柏陽高校卒業
2012年 慶應義塾大学 SFC 卒業
2012年 総合商社兼松株式会社入社
2015年 インドネシア赴任
2016年 同社退職⇒徳島県海陽町へ移住
2016年 一般社団法人Disport 設立
2018年 株式会社リブル 設立
2021年 一般社団法人ミライの学校設立

地方の県立高校のコーディネーターとして県外生を20倍以上に
辺境の地では異例の第２寄宿舎設立を実現
「この町に残りたいのに魅力的な仕事がない」という子ども達の
言葉から、自らも一次産業の変革者になろうと決意。

⾃⼰紹介

和歌山高等専門学校非常勤講師



会社紹介
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徳島県阿南市
・種苗⽣産拠点
・藻類培養研究

徳島県海陽町
・本店
・牡蠣養殖場（第１拠点、第２拠点）

会社概要

HP Note Instagram

会社名

所在地

設⽴

事業内容

資本⾦

社員数

主な株主

株式会社リブル

本店：徳島県海部郡海陽町
⽀店：愛知県名古屋市 ⼤分県中津市

2018年5⽉15⽇

⽔産養殖業（牡蠣）

159,922,600円

24名(パート含む)

愛媛県愛南町
（⽀援漁場）

⾹川県東かがわ市
（⽀援漁場）

愛知県常滑市
（⽀援漁場）

愛知県名古屋市
・名古屋⽀店

⼤分県中津市
・中津⽀店
・牡蠣養殖場（第３拠点）

愛知県蒲郡市
（⽀援漁場）

⼭形県遊佐町
（⽀援漁場）

沖縄県北中城村
（⽀援漁場）
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会社概要

⼀気通貫での⽣産&販売

①三倍体⼈⼯種苗の⽣産
②種苗の餌となる藻類の培養
③成品の牡蠣養殖
を当社⼀気通貫で実現。
牡蠣の養殖事業者として、国内屈指
の技術⼒を保有。

スマート牡蠣養殖 作業計画＆作業記録

いつでも、どこでも、だれでも持続可能な⽔産業の追求

ICT技術を活⽤し、環境（海洋・気
候）のセンシングデータと養殖作業
及び成育記録をデータを収集。相関
分析を⾏うことで、エリアや季節に
合わせた最適な管理型養殖を研究実
装。

⾃社漁場で実装しているスマート牡
蠣養殖⼿法及びそのノウハウを他地
域に展開。実装者の収益の安定化や
新規従事者の創出を通じて、海洋国
家⽇本の⽔産業振興を推進。

ノウハウの広域展開
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当社の特徴

染⾊体操作を⾏い、産卵しない≒⾝
質が安定した、通年で⾷べることが
出来る牡蠣の種を⽣産

短期サイクルで⽣産できる半成品。
試験養殖にも活⽤できる牡蠣も⾃社漁場
で⽣産。

バスケットを使った養殖⼿法。
‐美しく⾝⼊りの良い牡蠣⽣産
‐データ取得しやすい養殖⼯程
‐拡⼤しても海を汚さない

三倍体⼈⼯種苗 中間育成⾙ 成品⾙

種苗⽣産から⾃社漁場での養殖は国内唯⼀無⼆

A社

B社

種苗⽣産のみ

養殖のみ
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当社の特徴

海洋浮遊の天然種苗を付着させ、吊り下げて育成 陸上ラボにて育成した三倍体⼈⼯種苗を
バスケット（シングルシードで育成）

潮汐の⼲満差や、選別作業により⾙を鍛えながら育成する点がポイント
稚⾙サイズの時から殻を閉じさせることを覚えるさせることで、海を選ばず
夏場の暑さや苦潮（貧酸素）にも耐えられる⾙を作る≒歩留成績が良い

従来の牡蠣養殖 リブルの牡蠣養殖
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⽔産業の現状
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⽔産業の課題

従来の牡蠣養殖 リブルの牡蠣養殖
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環境変化（資源枯渇、海⽔温上昇、⾼齢化、⼈⼿不⾜など）に
対応できなくなっている従来型（※）の⽔産業

※従来型︓漁獲型⽔産業や⻑期間変わっていない養殖技法の⽔産業など



従来の牡蠣養殖 リブルの牡蠣養殖
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衰退する⽇本の⽔産業

（参考資料：水産業『漁業・養殖業の国内生産の動向』）



従来の牡蠣養殖 リブルの牡蠣養殖
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成⻑する世界の⽔産業

（参考資料：水産庁『世界の漁業・養殖業生産』）

日本の生産量ピーク時と
同時期から養殖業が成長

直近３０年で水揚高は
２倍以上になり、

養殖比率が50%を越える



従来の牡蠣養殖 リブルの牡蠣養殖
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課題に対するリブルの考え⽅

環境の変化に対応し、未経験者でもチャレンジできる
新しい形の⽔産業を創る

養殖業をベースにする

勘や経験に依存しない養殖⼿法の確⽴

市場性の⾼い品⽬からスタートする

Controllable

Market-in

Data-based



牡蠣養殖から実践

⽇本最古の養殖品⽬ 【真牡蠣】

１）世界中で養殖可（⼈の住む99％に分布）

２）市場成⻑率は⽔産養殖業の平均を超過
消費市場は2,000億円超

３）餌代が不要・利益率が⾼い
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牡蠣が持つポテンシャル①

牡蠣は⿂介類の中でも類を⾒ないほど⽣息分布が広い品⽬である

牡
蠣
の
分
布
範
囲

サ
ケ
の
分
布
範
囲

適切な育成管理次第で世界中で牡蠣養殖ビジネスが可能

⽣産/消費の
９割が東アジア
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牡蠣が持つポテンシャル②

牡蠣養殖
5.5%

⽔産養殖
4.3%

※2021年時点でのCAGR

期待成⻑率も⽔産養殖の中で⼤きくアウトパフォームしている

国内300億円/年
アジア2000億円/年

単体で⼤きな市場があり、かつ東南アジアやアフリカなど
新たな市場への展開が期待される
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牡蠣が持つポテンシャル③

ランニングコストが少なくチャレンジしやすい品⽬である

リブルの⽀援先でも別品⽬からのリプレースや新規に
牡蠣養殖を選択する地域が増えている

餌代
65%

その他
35%

給餌養殖コスト割合

別活⽤が可能
65%

全体
35%

無給餌養殖コスト割合
導⼊検討先

導⼊/実証決定
千葉︓ノリ→牡蠣
愛知︓アサリx牡蠣
⾹川︓新規品⽬で牡蠣
沖縄︓アーサ☓牡蠣
など
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スマート牡蠣養殖システム
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養殖業をベースにする

勘や経験に依存しない養殖⼿法の確⽴

市場性の⾼い品⽬からスタートする

環境の変化に対応し、未経験者でもチャレンジできる
新しい形の⽔産業を創る



スマート牡蠣養殖システム

養殖作業の⼀元管理

スマート牡蠣養殖⽀援アプリ【Oysmart】で”漁師の勘を⼿元に”

環境・育成データの解析

最適作業の指⽰・提案

⽣育予測の⾒える化

18



スマート牡蠣養殖システム
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養殖ビッグデータに基づいた持続可能な養殖技術へ



機能紹介_No.102

お客様の漁場に合わせて、デフォ
ルメ化した漁場図を作成。
漁場図上からロットやサイズ、作
業予定の確認が可能。

漁場の把握

漁場ごとの配置図を精細に⾒え
る化し、情報共有や作業指⽰、
作業場所の確認を効率的に実現

Point
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機能紹介_No.202

サイズ別、ロット別の個数がひと
⽬で確認が可能。
出荷計画の策定に必要な⽣育分布
や在庫の情報をリアルタイム把握。

⽣育データの把握

Point

リアルタイムで⽣育分布管理と
在庫管理を可能にし、ロットや
サイズ別での検索＆集計機能で、
事業計画の予実管理を⽀援
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機能紹介_No.302

沖出しされている牡蠣を、最終
作業⽇、ロット別やサイズ別で
ソートするこｚとで、必要な作
業の確認を⼀覧から確認可能。

作業計画＆作業記録

Point

最終作業⽇、ロットやサイズ別
での⽣育/作業履歴の把握がで
き、最適な作業計画の⽴案と記
録を補助

22



機能紹介_No.402

海洋データとの連携 Coming Soon

蓄積された⽣育記録から、ロッ
ト別の⽣育進捗をロット別の⽣
育曲線をグラフ化。

出荷履歴に基づいて売上実績を
グラフ化。また、⽣育予測から
既定したサイズに到達した際の
売上シミュレーションを算出。

23



養殖⽅式
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養殖⽅式

杭の間に貼ったラインにバスケットを固定し、潮汐の⼲満を利⽤し牡蠣を⼲出させる。
強度が⾼く、波⾵に耐性があるため、流出等のリスクが少ない。

⼲潟式（ロングライン）：⼲潟や浅瀬に対応
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養殖⽅式

⼲潟式（ラック）：⼲潟や浅瀬に対応

鉄筋ラックにバスケットを固定し、潮汐の⼲満を利⽤し牡蠣を⼲出させる。
漁場の整備が⽐較的⽤意で、拡張性や柔軟性が⾼い。
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養殖⽅式

延縄式（フリップファーム）：⽔深のある海域に対応

カゴを回転させることで、牡蠣を⼈為的に⼲出させ、潮の⼲満と同じ効果を⽣み出す。
波⾵の影響を⼤きく受けるので、⽐較的に穏やかな場所で活⽤する。
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養殖⽅式

延縄式（フロート/セミフロート）：⽔深のある海域に対応

海の⽔質や潮のあたりが良質で、牡蠣を⼲出させず常に⽔中に維持する。
波⾵の影響を受けにくく、⽐較的に荒れやすい海で活⽤する。
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養殖作業イメージ
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沖出し
（海⾯育成）

選別/
育成確認

⼤きさ毎に
分殖

（カゴ増）

成品サイズ
は出荷へ

斃死除去

【養殖作業のサイクルイメージ】
2週間-1ヶ⽉の中で選別や育成チェックを実施
出荷までに約6-10ヶ⽉を想定（個体差あり）
タイミングや作業内容をスマート⽀援で管理

【スマート養殖⽀援】
海域データや作業データを解析し、
最適な作業内容やタイミングを提案

養殖作業イメージ
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官⺠協働事例紹介
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⾹川県東かがわ市様

2024.07.18『かがわ経済ニュース』デジ⽥交付⾦採択第１号事案！

東かがわ市役場
寺⻄さんも参戦！

養殖資材準備
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愛媛県（愛南町）様

NHK『おはよう⽇本』／『サイカル研究室』

⾃治体主導DX推進事業
地元牡蠣事業者の課題に対し、新しい⽣産⽅式の導⼊とデー
タ管理で効率化を追究。
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愛知県蒲郡市様

2024.08.06『東愛知新聞』

2024.08.28『中⽇新聞Web』
2023年度下期：⽔産振興予算⇒2024年度：デジ⽥TYPE1採択
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沖縄県北中城村様
沖  禿握  ´  イ  サ ミ ー

第 3種醐便物認可D月 8日 うk曜日
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陽
町
で
カ
キ
養
殖

を
始
め
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
の
星
を

獲
得
し
て
い
る
レ
ス
ト
ラ
ン
に

も
出
荷
し
て
い
る
。
沖
縄
で
質

の
良
い
カ
キ
を
生
産
し
た
い
」

と
抱
負
を
述
べ
た
。

デ
ル
を
紹
介
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

代
表
の
嘉
村
賢
州
氏
（４２
）‐―
写

真
。
階
層
構
造
が
な
く
、
信
頼

を
重
視
す
る
組
織
の
利
点
を
説

い
た
。

前
半
は
Ｂ
ｏ
ｗ
Ｌ
取
締
役
の

徳
里
政
亮
氏
が
、
メ
ン
タ
ル
不

調
を
防
ぐ
た
め
に
同
社
が
導
入

し
た
「自
主
経
営
」
を
紹
介
ゃ

①ヽ
管
理
職
や
人
事
評
価
を
廃
止

②
相
互
承
認
を
条
件
に
休
暇
取

得
の
上
限
撤
廃
③
賞
与
は
成
果

で
は
な
く
要
し
た
労
力
に
応
じ

支
給
―
な
ど
を
挙
げ
た
。

嘉
村
氏
は
こ
れ
を
テ
ィ
ー
ル

組
織
の
好
例
と
位
置
付
け
た
。

屈
塁
中説
に
基
づ
き
、
緩
や
か

な
方
針
の
下
、
現
場
で
対
話
と

試
行
を
重
ね
て
意
思
決
定
し
て

い
る
「
こ
う
し
た
自
律
分
散
型

組
織
で
社
員
は
自
分
ら
し
さ
を

発
揮
で
き
る
」
と
評
価
し
た
。

」
「ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
に
な
る
よ

う
強
い
る
の
は
、
働
く
人
に
も

と
こ
ろ

を
導
し
た
ね
。
ζそ

麺とだ しを刷新 した沖縄そばの新商
品古(左上から時計回りに)、 朝すば、
沖縄をば、三枚肉そば (提供)

る
。　
　
　
一

だ
し
は
、
か
つ
お
節
と
豚
骨

の
風
味
で
厚
み
が
あ
る
。

税
込
み
で
朝
す
ば
は
１
６
８

円
、
沖
縄
そ
ば
は
３
９
８
円
。

麺
の
量
が
多
く
、
調
理
工
程
の

見
直
し
で
三
枚
肉
の
軟
ら
か
さ

を
改
善
し
た
三
枚
肉
そ
ば
は
５

３
０
円
。　
　
　
　
　
　
　
　
・

一
商
品
本
部
の
宮
里
直
樹
課
長

は
「沖
縄
そ
ば
は
県
民
食
。
専

門
店
の
質
に
近
づ
け
る
よ
う
工

夫
し
た
」
と
Ｐ
Ｒ
し
た
。

（政
経
部
・村
君
軽
ｅ

刷
新
し
た
沖
縄
そ
ば
を
Ｐ
Ｒ
す
る
沖

縄
フ
ァ
ミ
リ
ｒ
マ
ー
ト
商
品
本
部
の

雪
巳
ヨ
討
果
ミ
＝
２
ョ
、
中
健
タ
イ 曳こと鷺機

組
織
に
も
マ
イ
ナ
ス
」
と
企
業

の
慣
行
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、「多

様
性
を
生
か
す
こ
と
が
組
織
改

革
の
第
一歩
」
と
強
調
し
た
。

明
治
や
日
清
食
品
チ
ル
ド
な

ど
食
口災
本社
９
社
は
７
日
、
物

流
の
効
率
化
に
向
け
て
「チ
ル

ド
物
流
研
究
会
」
を
発
足
さ
せ

業
務
Ｄ
Ｘ
化
促
進

‐８
日
に
セ
ミ
ナ
ー

税
理
士
法
人
エ
ヌ
ズ

税
理
士
法
人
エ
ヌ
ズ
は
１８
日

（金
）
午
後
１
時
半
〜
午
後
５

時
３５
分
、
人
手
不
足
解
消
に
向

け
て
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
オ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（Ｄ
Ｘ
）
化
を

セ
ミ
ナ
ー
参
加
を
呼
ぴ
か
け
る
エ
ヌ

ズ
の
（左
か
ら
）
野
原
信
男
所
長
、

下
池
太
躍
荒
ＩＩ
７
日
、
沖
縄
タ
イ
ム

た
と
発
表
し
た
。
牛
乳
や
ソ
ー

セ
ー
ジ
な
ど
チ
ル
ド
食
品
は
賞

味
期
限
が
短
い
こ
と
が
多
く
、

冷
蔵
保
管
が
必
要
な
た
め
常
温

の
物
流
よ
り
対
応
が
難
し
い
「

研
究
会
は
関
係
業
界
と
協
議

し
、
運
転
手
不
足
で
物
流
が
滞

る
「２
０
２
４
年
間
題
」
へ
の

対
処
を
検
討
す
る
。

９
社
は
他
に
伊
藤
ハ
ム
米
久

ホ
引
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、
日
清
ヨ

ー
ク
（
日
本
ハ
ム
、
プ
リ
マ
ハ

ム
、
丸
大
食
品
、
森
永
乳
業
、

雪
印
メ
グ
ミ
ル
ク
。
東
京
都
内

で
開
い
た
発
表
会
で
明
治
の
伊

賀
仁
執
行
役
員
は
「何
も
策
を

講
じ
な
け
れ
ば
、
い
ず
れ
商
品

が
届
け
ら
れ
な
く
な
る
」
と
話

し
た
。　
・

現
状
は
小
売
店
か
ら
の
注
文

か
ら
納
品
ま
で
の
時
間
が
短
い

ケ
ー
ス
が
あ
る
ほ
か
、
少
量
を

毎
日
配
送
す
る
こ
と
か
ら
負
担

が
大
き
い
と
い
う
。

促
す
セ
ミ
ナ
ー
を
那
覇
商
工
会

議
所
で
開
く
。
参
加
無
料
。

家
計
簿
を
管
理
す
る
ア
プ
リ

を
開
発
し
、
設
立
５
年
で
上
場

を
果
た
し
た
マ
ネ
ー
フ
ォ
ワ
ー

ド
の
辻
庸
介
社
長
は
会
計
な
ど

バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
業
務
を
デ
ジ

タ
ル
管
理
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
紹

介
す
る
。
エ
ヌ
ズ
の
野
原
信
男

所
長
は
税
理
士
業
務
を
通
じ
て

感
じ
た
企
業
経
営
の
課
題
や
突

破
口
に
つ
い
て
語
る
「

野
原
所
長
は
「小
規
模
事
業

者
こ
そ
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
を
Ｄ

Ｘ
化
し
て
効
率
化
し
、
蓄
積
し

た
デ
ー
タ
を
基
に
将
来
の
経
営

を
考
え
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か

け
た
。
セ
ミ
ナ
ー
は
事
前
登
録

が
必
要
「
ウ
ェ
ブ
の
場
合
は
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。
問
い
合
わ
せ

は
エ
ヌ
ズ
、
電
話
０

９
８
（８
６
３
）
６

う
０

お
叶

０
０

Ａ
叶

チルド物流効率化ヘ
明治など食品9社研究会

2024年問題対処を検討

あ
と
オ
リ
ッ

コっ舜
の

タ
イ
ト
ル

１
．９‐
」
と

。驚季きのタ鰈
―
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連携してカキ養殖の実証実験を行う (左から)佐敷中城漁協の岩元
清T北中城支所長、比嘉孝則Jヒ中城村長(リブルの早川尚吾代表、
ラクセスイノベーションの照屋亮取締役=7日、北中城村役場

第3種郵便物認可0月 8日   火曜日

【北
中
城
】
北
中
城
村
と
佐
敷
中
城
漁
業
協
同
組
合

北
中
城
支
所
、
特
産
品
開
発
な
ど
の
ラ
ク
セ
ス
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
（沖
縄
市
）
は
、
ア
ー
サ
養
殖
に
使
って
い

た
村
内
の
干
潟
で
、
新
た
な
産
業
と
し
て
カ
キ
養
殖
の

実
証
実
験
を
始
め
る
。
総
務
省
が
推
進
す
る
「副
業
型

地
域
活
性
化
起
業
大
制
度
」
を
活
用
。
か
ど
を
使
った

カ
キ
養
殖
に
取
り
組
む
徳
島
県
の
水
産
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
リ
ブ
ル
の
早
川
尚
吾
代
表
を
受
け
入
れ
、
特
産
の
ア

ー
サ
と
二
本
立
て
と
な
る
産
業
の
確
立
を
目
指
す
。

な
ど
現
地
の
作
業
は
漁
協
と

ラ
ク
セ
ス
社
が
手
掛
け
、
リ

ブ
ル
が
海
洋
や
育
成
状
況
な

ど
デ
ー
タ
，蓄積
、
解
析
を
遠

隔
で
行
う
。

同
村
の
ア
ー
サ
養
殖
は
海

の
環
境
の
変
化
や
漁
業
者
の

高
齢
化
な
ど
で
生
産
量
が
年

々
減
り
、
ピ
ー
ク
時
の
４０
ント

か
ら
今
年
は
９
ントと
減
少
し

て
い
る
。　
　
　
　
　
　
．

新
た
な
漁
業
就
業
者
の
創

出
も
期
待
さ
れ
、
同
村
の
比

嘉
孝
則
村
長
は
「今
ま
で
ア

ー
サ
も
や
っ
て
き
た
が
、
栽

培
漁
業
へ
の
期
待
は
高
ま
っ

て
い
る
。
第
一次
産
業
の
衰

退
の
歯
止
め
と
し
て
い
た
だ

き
、
発
展
に
つ
な
げ
て
ほ
し

い
」
と
期
待
し
た
。
事
業
を

担
う
ラ
ク
セ
ス
社
の
照
屋
浣

取
締
役
、一佐
敷
中
城
漁
協
の

岩
元
清
一北
中
城
支
所
長
ら

も
「将
来
は
ア
ー
サ
と
並
ぶ

よ
う
な
商
品
に
し
た
い
」
な

ど
と
意
欲
を
述
べ
た
。

活
性
化
起
業
人
制
度
は
、

地
方
自
治
体
に
企
業
人
材
を

派
遣
し
、
専
門
の
知
見
を
生

か
し
た
地
域
課
題
に
取
り
組

み
活
性
化
に
つ
な
げ
る
事

業
。
今
回
は
２
０
２
４
年
度

か
ら
制
度
対
象
と
な
った
社

員
の
個
人
副
業
型
と
し
て
県

内
で
は
初
の
事
例
で
、
３
者

が
７
日
、
早
川
代
表
へ委
嘱

状
を
交
付
し
た
。
早
川
代
表

は
「水
産
業
を
定
着
さ
せ
大

き
く
育
て
て
、
多
く
の
人
に

目
を
向
け
て
も
ら
い
た
い
。

沖
縄
の
海
に
も
カ
キ
を
根
付

か
せ
、
連
携
し
な
が
ら
私
た

ち
も
成
長
、
精
進
し
て
い
き

た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

（石
井
恭
子
）

カ
キ
養
殖
の
実
証
実
験
が

行
わ
れ
る
干
潟
Ｈ
７
日
、

北
中
城
村
美
崎
地
先

し
て
イ
ー
ア
ス
沖
縄
豊
崎
に

終
着
す
る
。
急
勾
配
の
坂
が

あ
る
豊
見
城
南
高
校
か
ら
保

栄
茂
ま
で
の
一部
区
間
は
、

運
転
手
の
手
動
に
切
り
替
え

る
。　
　
　
　
　
　
　
・

イ
ー
ア
ス
沖
縄
豊
崎
で
７

日
、
実
証
実
験
の
開
始
式
と

試
乗
会
が
開
か
れ
た
。
運
行

を
担
う
第
〓
父通
産
業
（北

九
州
市
〉
の
田
中
亮
一郎
社

長
は
「あ
ら
ゆ
る
方
々
に
公

量全父通
機
関
を
利
用
い
た
だ

宿
泊
事
業
者
向
け

Ｓ
Ｎ
Ｓ
運
用
学
ぶ

那覇
でカ
ンフ
アレンス

ア
ィ
ブ
リ
ド
（東
京
）
は

７
日
、
宿
泊
事
業
者
に
向
け

た
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（Ｄ
Ｘ
）
と

Ｓ
Ｎ
Ｓ
運
用
の
戦
略
カ
ン
フ

Ａ
Ｎ
Ａ
サ
イ
ト
で
ヽ

限
定
ケ
ー
キ
販
売

な
ぎ
い
ろ
と
コ
ラ
ボ

な
ぎ
い
ろ
（那
覇
市
）
と

Ａ
Ｎ
Ａ
フ
ー
ズ
（東
京
）
が

コ
ラ
ボ
し
た
「プ
レ
ミ
ア
ム

パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
紅
芋
小
町

イ
エ
ラ
ム
サ
ン
タ
マ
リ
ア

ゴ
ー
ル
ド
バ
ー
ジ
ョ
ン
」
＝

写
真
＝
を
、
Ａ
Ｎ
Ａ
公
式
甘

ィ
ト
で
５０
箱
限
定
で
販
売
し

て
い
る
。
３‐
日
ま
で
。

紅
芋
小
町
は
２
０
２
３
年

証
運
行
で
市
民
の
皆
さ
ん
に

よ
り
多
く
乗
車
し
て
も
ら

い
ヽ
生
活
の
路
線
と
し
て
使

つ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
呼

び
か
け
た
。

‐９
、
２０
の
両
日
は
第
３８
回

と
み
ぐ
す
く
祭
り
“第
９
回

と
み
ぐ
す
く
産
業
フ
ェ
ス
タ

の
た
め
、　
一周
ル
ー
ト
で
は

な
く
「イ
ー
ァ
ス
沖
縄
毒

崎
」
で
特
別
ル
ー
ト
の
試
乗

体
験
会
を
開
く
。（田

中
ラ

ア
レ
ン
ス
（会
議
）
を
那
覇

市
の
ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
那

覇
で
開
い
た
。
旅
行
業
支
援

な
ど
を
手
掛
け
る
ス
カ
イ
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
大
橋
菜

央
社
長
――
写
真
中
央
＝
が
講

演
し
「各
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
特
徴
を

理
解
し
た
上
で
、
方
針
や
戦

略
に
合
う
も
の
を
選
ぶ
必
要

が
あ
る
」
と
強
調
し
た
。

大
橋
氏
は
リ
ク
ル
ー
ト
で

「じ
や
ら
ん
」
の
編
集
長
な

ど
を
務
め
、
独
立
。
地
域
の

魅
力
創
出
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
マ
ｌ
ヶ

テ
ィ
ン
グ
な
ど
に
取
り
組

む
。
講
演
で
は
日
本
人
の
４

人
に
３
人
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用

し
て
お
り
、
人
気
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は

に
県
優
良
県
産
品
優
秀
賞
を

受
賞
。
今
回
の
コ
ラ
ボ
で

は
、
伊
江
島
産
サ
ト
ウ
キ
ビ

で
作
ら
れ
た
ク
ラ
フ
ト
ラ
ム

を
使
用
し
た
。
価
格
は
１
万

８
０
０
円
盤
料
（税
込
み
）。

「Ａ
Ｎ
Ａ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

Ａ
Ｉ
ｓ
ｔ
ｙｌ
ｅ」
で
注
文

を
受
け
付
け
、
１１
月
申
旬
に

順
次
発
送
す
る
。

・　
　
　
（整
糞
）

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
検
証
委

「年
度
内
に
２
回
」

県
議
会
一般
質
問

７
日
の
県
議
会
９
月
定
例

会
一般
質
問
で
、
諸
見
里
真

お
に
ぎ
少
食
べ
て

食
事
券
が
当
た
る

沖
食
ラ
イ
ス
サ
ー
ビ
ス

沖
食
ラ
イ
ス
サ
ー
ビ
ス

（浦
添
市
、
棚
原
清
社
長
＝

写
真
左
）
は
１
日
か
ら
、
同

社
が
運
営
す
る
「心
亭
ゆ
の

た
に
」
や
「お
に
ぎ
９
処
来

結
」
、
「お
に
ぎ
り
処
越

１
日
平
均
３０
分
程
度
利
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
説
明
。
滞

在
時
間
や
シ
ェ
ア
を
伸
ば
す

こ
と
が
最
も
重
要
だ
と
し

て
、
同
じ
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
人

気
投
稿
の
類
似
構
成
を
試
す

こ
と
や
、
ハ
ッ
シ
ュタ
グ
を

有
効
に
活
用
す
る
こ
と
な
ど

を
紹
介
し
た
。

第
程
脇
結
嚇
銘

員
顧
間
＝
同
右
Ｈ
と
ア
イ
ブ

リ
ー
の
川
波
佑
吉
ア
カ
ウ
ン

ト
エグ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
＝
同
左

＝
は
、
電
話
間
い
合
わ
せ
を

自
動
化
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の

ア
イ
ブ
リ
ー
に
つ
い
て
紹
介

し
た
。
　
（興
那
覇
智
早
▼

文
化
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
長

は
、
入
札
不
調
と
な
った
大

型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
に
つ
い
て

専
門
家
で
構
成
す
る
検
証
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
会
議
は

「年
度
内
に
２
回
程
度
予
定

し
て
い
る
」
と
話
し
た
。
徳

田
将
仁
氏
（沖
縄
自
民
・無

所
属
の
会
）
へ
の
答
弁
。

委
員
会
は
観
光
、
建
築
、

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
運
営
、
地
域
振

興
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
（官
民
連
鬱

の
有
識
者
や
金
融
分
野
で
の

構
成
を
想
定
し
て
い
る
。
照

屋
義
実
副
知
事
は
「し
っ
か

り
今
ま
で
の
計
画
通
り
進
め

て
い
く
こ
と
に
変
わ
り
は
な

い
」と
し
た
。（興
那
覇
智
早
）

後
」
の
７
店
舗
で
「お
む
す

び
食
べ
よ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
実
施
し
て
い
る
「
１１

月
３０
日
ま
で
「

５
０
０
円
以
上
の
お
買
い

上
げ
レ
シ
ー
ト
画
像
を
「お

に
ぎ
り
処
越
後
」
の
公
式
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
送
る
と
、
沖
縄
ス

テ
ー
キ
協
会
食
事
券
３
千
円

分
な
ど
が
抽
選
で
当
た
る
。

７
日
に
那
覇
市
の
琉
球
新

報
社
を
訪
れ
た
棚
原
社
長
は

「日
頃
の
感
謝
を
込
め
て
、

県
民
の
皆
さ
ま
に
楽
し
く
喜

ん
で
も
ら
え
る
企
画
を
用
意

し
た
。
ぜ
ひ
ご
来
店
く
だ
さ

い
」
と
呼
び
か
け
た
「

（新
垣
若
菜
）

村
と
２‐者
「起
業
人
制
度
」活
用

国
内
の
カ
キ
養
殖
は
い
か

だ
に
カ
キ
の
種
な
ど
が
付
い

た
縄
な
ど
を
ぶ
ら
下
げ
る
垂

下
式
が
主
流
の
中
、
リ
ブ
ル

は
か
ど
を
使
う
シ
ン
グ
ル
シ

ー
ド
方
式
を
手
掛
け
る
。
今

回
は
美
崎
地
区
で
１
０
０
平

方
房
ほ
ど
の
干
潟
を
活
用

し
、
４０
〜
５０
個
の
か
ど
を
設

置
す
る
。
来
年
３
月
ま
で
カ

キ
２
千
〜
３
千
個
の
規
模
で

実
施
す
る
。

シ
ン
グ
ル
シ
ー
ド
方
式

は
、
か
ど
に
稚
貝
を
入
れ
て

潮
の
干
満
を
利
用
し
て
、
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
な
ど
の
え
さ
が

少
な
い
き
れ
い
な
汀
で
カ
キ

を
「小
さ
い
う
ち
か
ら
鍛
え

る
よ
う
に
」
育
て
る
と
い

う
。
カ
キ
の
生
育
状
況
確
認

【豊
見
城
】
豊
見
城
市
は

８
日
か
ら
、
琉
球
バ
ス
が
定

期
運
行
す
る
市
内
一周
線

（１
０
５
番
）
の
一部
区
間

（全
長
約
■
・７
ま
）
で
、

計
画
し
て
い
た
自
動
運
転
小

か
ご
に
移
さ
れ
る
力
辛
の
稚
貝

型
Ｅ
Ｖ
バ
ス
に
よ
る
実
証
運

行
を
開
始
す
る
。
「イ
ー
ア

ス
沖
縄
豊
崎
」
を
発
着
点
に

市
内
の
バ
ス
停
計
２５
カ
所
で

乗
降
で
き
る
。　
一周
約
１
時

間
、
最
高
時
速
３５
ざ
で
走
行

す
る
。
路
線
バ
ス
の
ル
ー
ト

で
の
実
証
実
験
は
県
内
で
初

め
て
”
実
証
期
間
は
１１
月
１

日
ま
で
。
運
賃
は
無
料
。

ア
ク
セ
ル
や
ブ
レ
ー
キ
が

自
動
で
運
転
手
が
乗
る
必
要

が
あ
る
「レ
ベ
ル
２
」
で
走

行
す
る
。
１
日
４
便
。
乗
客

定
員
は
１４
人
。
午
前
９
時
か

ら
午
後
３
時
１０
分
ま
で
に
イ

ー
ア
ス
沖
縄
豊
崎
を
出
発

し
、
周
回
す
る
。

車
両
は
全
国
で
の
自
動
運

転
移
動
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
化

を
支
援
す
る
「テ
ィ
ア
フ
ォ

ト
社
」
（愛
知
県
）
の
ミ
ニ

バ
ス
を
活
用
。
ル
ー
ト
は
、

ィ
呵
ァ
ス
沖
縄
豊
崎
か
ら
豊

見
城
亜
品校
前
を
通
り
、
武

豊
見
城
市
内
バ
ス
自
動
運
転

〓
与ュ
ら
路
線
ル
ー
ト
で
県
内
初

特産ア▼サと二本立て 指す

≧

「
′

ま
と

き
党
ヨ
■

〔

■
豆
R
′
″

〕ゞ
冬

〔

)

つ
ら
い

Ａ
ら
の
医
薬
品
有
効

からつらい痛みに効く!内

し
口
■
■a ヽ

い

こ
.y'

k.コンドロイチン

今ある痛みに効く
5種のIえ葉品
有効成分

承認基準|の
最大量′2西己含

医薬品有効成分
で「唯 ―」と認め
られた 次ヽit成分

2024.10.08『琉球タイムス』

2024.10.08『琉球新報』／起業⼈制度活⽤（実証）
⇒地元地域商社との連携



デジタル⼈材の活躍

Confidential @ Re:Blue Inc. All Rights Reserved 36



37Confidential @ Re:Blue Inc. All Rights Reserved

養殖作業場において
タブレット端末で

養殖記録インプット
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東京出⾝28歳
⼤⼿メーカーから転職

TOEIC 810点
⼊社半年で拠点リーダー

徳島出⾝32歳
インフラ⼯事⇒バック
パッカー（世界周遊）
将来は海外で養殖!!

熊本出⾝23歳
国⽴⼤学⽔産学部卒
⽣き物が好きで⼊社

愛されるムードメーカー
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三⾕⽔産⾼校との連携
この取組から就職希望⽣徒が︕

（R7年度⼊社予定）



P

PP

DA

C

Plan

Check

環境（天候/海洋）・作業・⽣育のデータを収集し、
相関性の分析を⾏い、地域の環境特性に合わせて、
漁場の設計や種苗の投⼊タイミング等の年間スケ
ジュール、歩留向上/単価向上に寄与する詳細作業を
⽴案し協議する。

⽴案した計画を実⾏する。
経験豊富な弊社メンバーも現場へ赴き、現地視察と
確実な計画遂⾏を通じて、⾃⾛に向けたノウハウの
提供を⾏う。

Do

環境（天候/海洋）・作業・⽣育のデータを継続収集
し、⽴案した計画の評価を実施する。
過去データとの⽐較や新たな相関性から、最適化や
効率化に向けた施策を検討し⽴案する。

Action
再度⽴案した施策を実⾏する。
その内容や結果に応じて当社メンバーも現地へ赴く。
現場での共同作業やコミュニケーションから、管理型
養殖作業の定着に取り組む。

デジタル×アナログ
適材適所な活⽤

データに裏付けられた養殖の改善策⽴案と評価のサイクルを実装

データに基づいた養殖PDCAサイクルの運⽤
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世界一おもしろい水産業へ

水産業に携わる全ての者が
誇り高く、持続可能な世の中に向けて。

新たな水産の活路を切り拓き、
一人でも多くの水産事業者が生まれる世界を実現します。

株式会社リブル



参考資料
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種苗⽣産と藻類培養
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D型幼生(60µm～) アンボ期幼生(150μm～) 付着期幼生(300μm～) 稚貝

受精から3～4週間で浮遊幼生から稚貝になる

・ホタテの貝殻等に数多く付着させて稚貝にする⇒カルチ式採苗

・貝殻に付着させず、稚貝を1個ずつばらばらにする⇒カルチレス式(シングルシード式)採苗
※リブルはシングルシード式



種苗⽣産の研究開発
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種の効率⽣産・安定供給︓藻類培養・種苗⽣産
種苗（牡蠣の種）⽣産の効率性向上

牡蠣種苗を海に出すまでに、陸上ラボにて5〜
10mmまで成⻑させる必要があり、リブルではそ
の時の餌になる微細藻類を培養している

【課題】
• 培養に⼿間がかかりコスト⾼
• ⼤量⽣産には⼤規模設備が必要

⇒ 効率⽣産を求めて研究開発を実施

種の餌となる藻類の⾃社培養 【スマート藻類培養システム】
プラスチックバッグによる連続培養の最適化とIoTセンサーによる⾃動制御を⾏い、
省⼈化・低コストで培養できるスマート藻類培養システムを開発

藻類培養前 藻類培養後

CO2

AirpH調整 栄養塩濃度調整

N

SW

pH
TN・TP
LUX

センサー

L
E
D

L
E
D

光量調整

排水用
微細藻類回収（連続回収）

連続注水

経済産業省
「令和4年度 成⻑型中⼩企業等研究開発⽀援事業（Go-Tech事業）」

（3年間約1億円の国家補助⾦）採択

ü 牡蠣種苗を低コストで⼤量に⽣産することが可能
ü ヤンマーホールディングス(株)やDIC(株)を巻き込み事業化を推進


